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本研究領域は、非コード DNA 領域に特徴的に存在する DNA 配列、クロマチン

構造、そしてそれらの相互作用ネットワークに着目し、染色体制御システムを

解明しようとするものであり、時宜を得た意欲的な提案であると評価できる。

配列、クロマチン構造、ネットワーク、病態と 4つの階層構造で各々重要なテ

ーマを配しており、研究組織は若手を中心に優れた研究者から構成されている。

テクノロジー・ハブの提案やデータベースの共有など領域内における連携に向

けた工夫がみられ、若手研究者の育成等にも十分に配慮されている。本領域の

推進により、染色体諸機能を統合的に支える非コード DNA 領域の機能について、

これまで不明であった生命現象メカニズムや疾患の原因等が明らかになること

が期待される。 

 

 


